
第二号第一様式

（単位：円）

当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

保育事業収益 112,558,816 103,065,226 9,493,590

サービス活動収益計 (1) 112,558,816 103,065,226 9,493,590
人件費 87,396,782 79,108,872 8,287,910
事業費 10,545,674 10,458,962 86,712
事務費 6,313,958 5,425,119 888,839
減価償却費 7,642,982 7,694,957 △ 51,975
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 3,893,567 △ 3,893,560 △ 7

サービス活動費用計 (2) 108,005,829 98,794,350 9,211,479
4,552,987 4,270,876 282,111

受取利息配当金収益 6,830 12,700 △ 5,870
その他のサービス活動外収益 14,174 36,180 △ 22,006

サービス活動外収益計 (4) 21,004 48,880 △ 27,876

サービス活動外費用計 (5)
21,004 48,880 △ 27,876

4,573,991 4,319,756 254,235

特別収益計 (8)

特別費用計 (9)

4,573,991 4,319,756 254,235
2,710,642 1,390,886 1,319,756
7,284,633 5,710,642 1,573,991

3,000,000 3,000,000

4,284,633 2,710,642 1,573,991

当期活動増減差額 (11)=(7)+(10)
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前期繰越活動増減差額 (12)
当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12)
基本金取崩額 (14)
その他の積立金取崩額 (15)
その他の積立金積立額 (16)

次期繰越活動増減差額 (17)=(13)+(14)+(15)-(16)
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サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5)
経常増減差額 (7)=(3)+(6)
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特別増減差額 (10)=(8)-(9)

法人単位事業活動計算書

(自)　平成 28年  4月  1日    (至)　平成 29年  3月 31日 
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サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2)


